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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年2月16日(2017.2.16)

【公表番号】特表2016-513135(P2016-513135A)
【公表日】平成28年5月12日(2016.5.12)
【年通号数】公開・登録公報2016-028
【出願番号】特願2015-560105(P2015-560105)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 221/16     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 307/83     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/343    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 313/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/335    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 311/80     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/353    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 407/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/541    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/55     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 223/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/382    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 335/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/357    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 239/70     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/517    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 307/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/341    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/195    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/192    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 321/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/42     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ   9/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  221/16     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  307/83     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/343    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  313/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/335    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  311/80     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/353    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  407/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/541    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  405/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/55     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  223/18     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  409/14     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/382    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  409/12     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  335/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/357    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/5377   　　　　
   Ｃ０７Ｄ  239/70     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/517    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  307/20     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/341    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/195    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/192    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  321/10     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  413/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/42     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   15/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   19/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   27/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   13/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/10     １０１　
   Ａ６１Ｐ    7/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/28     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/24     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/18     　　　　
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   Ａ６１Ｐ    3/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ    9/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ    7/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/08     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/18     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月11日(2017.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉによって表される三環式化合物、ならびにその薬学的に許容される塩、異性体、溶
媒和物、および前駆体からなる群から選択される化合物：

【化１】

<式I>
（式中、
　ＶおよびＷはそれぞれ独立して、＝Ｃ（Ｒ１４）－または＝Ｎ－であり；
　Ｘは、－ＣＨ２－、－Ｏ－、－Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－Ｓ（＝
Ｏ）－、－Ｓ（＝Ｏ）２－、または－ＮＲ１５－であり；
　Ｙは、Ｃ１～６アルキレンであり；
　Ｚは、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－Ｓ（＝Ｏ）－、－Ｓ（＝Ｏ）２－、または
－ＮＲ１５－であり；
　Ａｒは、以下の置換基（ａ）～（ｃ）のうちの１つであり、
【化２】
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　Ａは、－ＣＨ２－、－ＣＦ２－、－Ｏ－、－ＮＲ１５－、－Ｓ－、－Ｓ（＝Ｏ）－、－
Ｓ（＝Ｏ）２－、－Ｃ（＝Ｏ）－、または－ＣＨ（ＯＲ１５）－であり；
　Ｂは、Ｃ１～３アルキレンであり；
　Ｒ１は、水素、ハロゲン、ヒドロキシ、アミノ、ニトロ、シアノ、Ｃ１～６アルキル、
Ｃ１～１０アルコキシ、Ｃ１～６アルキルチオ、アシル、Ｃ１～６アルキルスルホニルオ
キシ、Ｃ３～１２カルボシクリル、Ｃ３～１２カルボシクリルオキシ、Ｃ３～１２カルボ
シクリルスルホニルオキシ、５～１４員ヘテロシクリル、５～１４員ヘテロシクリルオキ
シ、または５～１４員ヘテロシクリルスルホニルオキシであり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、およびＲ７はそれぞれ独立して、水素、ハロゲン、ア
ミノ、シアノ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルコキシ、Ｃ１～６アルキルチオ、アシル
、Ｃ３～１２カルボシクリル、または５～１４員ヘテロシクリルであり；
　Ｒ８は、水素、ハロゲン、ヒドロキシ、アミノ、ニトロ、シアノ、Ｃ１～６アルキル、
Ｃ１～６アルコキシ、またはＣ１～６アルキルチオであり；
　Ｒ９およびＲ１０はそれぞれ独立して、水素、ハロゲン、ヒドロキシ、Ｃ１～６アルキ
ル、またはＣ１～６アルコキシであり；
　Ｒ１１は、ヒドロキシ、アミノ、またはＣ１～６アルコキシであり；
　Ｒ１２は、水素、Ｃ１～６アルキル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～６アルキニル、Ｃ１

～６アルコキシ、Ｃ１～６アルコキシ－Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～１２カルボシクリル、
または５～１４員ヘテロシクリルであり；
　Ｒ１３は、水素またはＣ１～６アルキルであり；
　Ｒ１４は、水素、ハロゲン、アミノ、－ＣＦ３、ニトロ、シアノ、Ｃ１～６アルキル、
Ｃ１～６アルコキシ、Ｃ１～６アルキルチオ、アシル、Ｃ３～１２カルボシクリル、また
は５～１４員ヘテロシクリルであり；
　Ｒ１５は、水素またはＣ１～６アルキルであり；ならびに
　ｎ、ｏ、およびｐはそれぞれ独立して、０、１、２、または３であり；
　ただし、該アルキレン、該アルキル、該アルケニル、該アルキニル、該アルコキシ、該
アルキルチオ、該アミノ、該アシル、該アルキルスルホニルオキシ、該カルボシクリル、
該カルボシクリルオキシ、該カルボシクリルスルホニルオキシ、該ヘテロシクリル、該ヘ
テロシクリルオキシ、ならびに該ヘテロシクリルスルホニルオキシはそれぞれ独立して、
４～７員ヘテロシクリル（非置換であるか、もしくはヒドロキシ、ハロゲン化Ｃ１～６ア
ルキル、およびＣ１～６アルコキシ－カルボニルからなる群から選択される１～３個の置
換基で置換されている）、Ｃ３～８シクロアルキル、ヒドロキシ、Ｃ１～６アルコキシ、
ハロゲン化Ｃ１～６アルコキシ、アミノ、モノ－またはジ－Ｃ１～６アルキル－アミノ、
Ｎ－Ｃ１～６アルキル－Ｎ－Ｃ１～６アルキル－カルボニル－アミノ、Ｃ７～１６アラル
キルオキシ、Ｃ１～６アルキルチオ、Ｃ１～６アルキルスルフィニル、Ｃ１～６アルキル
スルホニル、ならびにモノ－またはジ－Ｃ１～６アルキル－ホスホノからなる群から選択
される少なくとも１個の置換基で置換されていてもよく；
　該ヘテロシクリルは、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（＝Ｏ）、およびＳ（＝Ｏ）２からなる群から選
択される１～４個のヘテロ元素を含有する）。
【請求項２】
　ＶおよびＷがそれぞれ独立して、＝Ｃ（Ｒ１４）－または＝Ｎ－であり；
　Ｘが、－ＣＨ２－、－Ｏ－、－Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－、－Ｓ－、または－ＮＲ１５－であり
；
　Ｙが、Ｃ１～３アルキレンであり；
　Ｚが、－Ｏ－、－Ｓ－、または－ＮＲ１５－であり、ただしＺは、Ａｒの２番目または
３番目の炭素原子において置換されており；
　Ａｒが、置換基（ａ）～（ｃ）のうちの１つであり；
　Ａが、－ＣＨ２－、－ＣＦ２－、－Ｏ－、または－ＮＲ１５－であり；
　Ｂが、Ｃ１～２アルキレンであり；
　Ｒ１が、水素、ハロゲン、ヒドロキシ、アミノ、ニトロ、シアノ、Ｃ１～６アルキル、
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Ｃ１～１０アルコキシ、Ｃ１～６アルキルチオ、アシル、Ｃ１～６アルキルスルホニルオ
キシ、Ｃ３～１２カルボシクリル、Ｃ３～１２カルボシクリルオキシ、Ｃ３～１２カルボ
シクリルスルホニルオキシ、５～１４員ヘテロシクリル、５～１４員ヘテロシクリルオキ
シ、または５～１４員ヘテロシクリルスルホニルオキシであり；
　Ｒ２が、水素、ハロゲン、アミノ、シアノ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルコキシ、
Ｃ１～６アルキルチオ、Ｃ３～１２カルボシクリル、または５～１４員ヘテロシクリルで
あり；
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６がそれぞれ独立して、水素、ハロゲン、アミノ、Ｃ１～

６アルキル、またはＣ１～６アルコキシであり；
　Ｒ７が、水素、ハロゲン、アミノ、シアノ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルコキシ、
Ｃ１～６アルキルチオ、Ｃ３～１２カルボシクリル、または５～１４員ヘテロシクリルで
あり；
　Ｒ８が、水素、ハロゲン、アミノ、Ｃ１～６アルキル、またはＣ１～６アルコキシであ
り；
　Ｒ９およびＲ１０がそれぞれ独立して、水素、ハロゲン、ヒドロキシ、Ｃ１～６アルキ
ル、またはＣ１～６アルコキシであり；
　Ｒ１１が、ヒドロキシまたはＣ１～６アルコキシであり；
　Ｒ１２が、水素、Ｃ１～６アルキル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～６アルキニル、Ｃ１

～６アルコキシ、Ｃ１～６アルコキシ－Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～１２カルボシクリル、
または５～１４員ヘテロシクリルであり；
　Ｒ１３が、水素またはＣ１～６アルキルであり；
　Ｒ１４が、水素、ハロゲン、アミノ、－ＣＦ３、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルコキ
シ、アシル、Ｃ３～１２カルボシクリル、または５～１４員ヘテロシクリルであり；
　Ｒ１５が、水素またはＣ１～６アルキルであり；ならびに
　ｎ、ｏ、およびｐが、それぞれ独立して、０、１、または２であり；
　ただし、該アルキレン、該アルキル、該アルキニル、該アルコキシ、該アルキルチオ、
該アミノ、該アシル、該アルキルスルホニルオキシ、該カルボシクリル、該カルボシクリ
ルオキシ、該カルボシクリルスルホニルオキシ、該ヘテロシクリル、ならびに該ヘテロシ
クリルオキシがそれぞれ独立して、４～７員ヘテロシクリル（非置換であるか、もしくは
ヒドロキシ、ハロゲン化Ｃ１～６アルキル、およびＣ１～６アルコキシ－カルボニルから
なる群から選択される１～３個の置換基で置換されている）、Ｃ３～８シクロアルキル、
ヒドロキシ、Ｃ１～６アルコキシ、ハロゲン化Ｃ１～６アルコキシ、アミノ、モノ－また
はジ－Ｃ１～６アルキル－アミノ、Ｎ－Ｃ１～６アルキル－Ｎ－Ｃ１～６アルキル－カル
ボニル－アミノ、Ｃ７～１６アラルキルオキシ、Ｃ１～６アルキルチオ、Ｃ１～６アルキ
ルスルフィニル、Ｃ１～６アルキルスルホニル、ならびにモノ－またはジ－Ｃ１～６アル
キル－ホスホノからなる群から選択される少なくとも１個の置換基で置換されていてもよ
く；
　該ヘテロシクリルが、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（＝Ｏ）、およびＳ（＝Ｏ）２からなる群から選
択される１～４個ヘテロ元素を含有する、
請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　ＶおよびＷがそれぞれ独立して、＝Ｃ（Ｒ１４）－または＝Ｎ－であり；
　Ｘが、－ＣＨ２－、－Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－、－Ｏ－、－Ｓ－、または－ＮＲ１５－であり
；
　Ｙが、Ｃ１～３アルキレンであり；
　Ｚが、－Ｏ－、－Ｓ－、または－ＮＲ１５－であり、ただしＺは、Ａｒの２番目または
３番目の炭素原子において置換されており；
　Ａｒが、置換基（ａ）～（ｃ）のうちの１つであり；
　Ａが、－ＣＨ２－、－ＣＦ２－、－Ｏ－、または－ＮＲ１５－であり；
　Ｂが、Ｃ１～２アルキレンであり；
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　Ｒ１が、水素、ハロゲン、ヒドロキシ、アミノ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～１０アルコ
キシ、アシル、Ｃ１～６アルキルスルホニルオキシ、Ｃ３～１２カルボシクリルオキシ、
５～１４員ヘテロシクリル、または５～１４員ヘテロシクリルオキシであり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、およびＲ８がそれぞれ独立して、水素、ハロゲ
ン、アミノ、Ｃ１～６アルキル、またはＣ１～６アルコキシであり；
　Ｒ９およびＲ１０がそれぞれ独立して、水素またはハロゲンであり；
　Ｒ１１が、ヒドロキシまたはＣ１～６アルコキシであり；
　Ｒ１２が、水素、Ｃ１～６アルキル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～６アルキニル、Ｃ１

～６アルコキシ、Ｃ１～６アルコキシ－Ｃ１～６アルキル、Ｃ３～１２カルボシクリル、
または５～１４員ヘテロシクリルであり；
　Ｒ１３が、水素であり；
　Ｒ１４が、水素、ハロゲン、アミノ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６アルコキシ、または
アシルであり；
　Ｒ１５が、水素、メチル、エチル、またはイソプロピルであり；
　ｎ、ｏ、およびｐがそれぞれ独立して、０、１、または２であり；
　ただし、該アルキレン、該アルキル、該アルキニル、該アルコキシ、該アミノ、該アシ
ル、該アルキルスルホニルオキシ、該カルボシクリルオキシ、該ヘテロシクリル、ならび
に該ヘテロシクリルオキシがそれぞれ独立して、４～７員ヘテロシクリル（非置換である
か、もしくはヒドロキシ、ハロゲン化Ｃ１～６アルキル、およびＣ１～６アルコキシ－カ
ルボニルからなる群から選択される１～３個の置換基で置換されている）、Ｃ３～８シク
ロアルキル、ヒドロキシ、Ｃ１～６アルコキシ、ハロゲン化Ｃ１～６アルコキシ、アミノ
、モノ－またはジ－Ｃ１～６アルキル－アミノ、Ｎ－Ｃ１～６アルキル－Ｎ－Ｃ１～６ア
ルキル－カルボニル－アミノ、Ｃ７～１６アラルキルオキシ、Ｃ１～６アルキルチオ、Ｃ

１～６アルキルスルフィニル、Ｃ１～６アルキルスルホニル、ならびにモノ－またはジ－
Ｃ１～６アルキル－ホスホノからなる群から選択される少なくとも１個の置換基で置換さ
れていてもよく；
　該ヘテロシクリルが、Ｎ、Ｏ、Ｓ、Ｓ（＝Ｏ）、およびＳ（＝Ｏ）２からなる群から選
択される１～４個のヘテロ元素を含有する、
請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　ＶおよびＷがそれぞれ独立して、＝ＣＨ－または＝Ｎ－であり；
　Ｘが、－ＣＨ２－、－Ｏ－、－Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－、または－Ｎ（ＣＨ２ＣＨ３）－であ
り；
　Ｙが、メチレンであり；
　Ｚが、－Ｏ－または－ＮＨ－であり、ただしＺは、Ａｒの２番目または３番目の炭素原
子において置換されており；
　Ａｒが、置換基（ａ）～（ｃ）のうちの１つであり；
　Ａが、－Ｏ－であり；
　Ｂが、メチレンであり；
　Ｒ１が、メチルスルホニルプロポキシ、エチルスルホニルプロポキシ、エトキシエトキ
シ、モルホリノ、モルホリノエトキシ、テトラヒドロフラニルオキシ、
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【化３】

であり；
　Ｒ２が、水素またはメチルであり；
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６がそれぞれ独立して、水素またはメチルであり；
　Ｒ７およびＲ８がそれぞれ独立して、水素またはフルオロであり；
　Ｒ９およびＲ１０が、水素であり；
　Ｒ１１が、ヒドロキシであり；
　Ｒ１２が、水素、メチル、プロピル、シクロプロピル、エトキシメチル、エチニル、－
ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ３，－Ｃ≡Ｃ－ＣＨ３、フルオロフェニル、またはメチルオキサゾリル
であり；
　Ｒ１３が、水素であり；
　ｎおよびｏがそれぞれ独立して、０、１、または２であり；ならびに
　ｐが、０または１であり得る、
請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　（１）２－（（３Ｓ）－６－（（１１－メチル－９－（３－（メチルスルホニル）プロ
ポキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－４－イル）
メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（２）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）－
６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メトキシ）フェニル）シク
ロプロパンカルボン酸；
（３）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（２－エトキシエトキシ）－６，７－ジヒ
ドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプロ
パンカルボン酸；
（４）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）
－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メチル）アミノ）フェニ
ル）シクロプロパンカルボン酸；
（５）（Ｓ）－２－（６－（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）－６，７－
ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）－２，３
－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（６）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）
－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル）
アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（７）２－（（３Ｓ）－６－（（１１－メチル－９－（３－（メチルスルホニル）プロポ
キシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メ
トキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（８）（１Ｒ，２Ｒ）－２－（４－（（（１０－メチル－８－（３－（メチルスルホニル
）プロポキシ）－６Ｈ－ベンゾ［ｃ］クロメン－４－イル）メチル）アミノ）フェニル）
シクロプロパンカルボン酸；
（９）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（１０－メチル－８－（３－（メチルスルホニル
）プロポキシ）－６Ｈ－ベンゾ［ｃ］クロメン－２－イル）メチル）アミノ）フェニル）
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シクロプロパンカルボン酸；
（１０）（Ｓ）－２－（６－（（５－メチル－７－（３－（メチルスルホニル）プロポキ
シ）－９，１０－ジヒドロフェナントレン－１－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベ
ンゾフラン－３－イル）酢酸；
（１１）（Ｓ）－２－（６－（（５－メチル－７－（３－（メチルスルホニル）プロポキ
シ）－９，１０－ジヒドロフェナントレン－３－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベ
ンゾフラン－３－イル）酢酸；
（１２）（Ｓ）－２－（６－（（７－（２－エトキシエトキシ）－５－メチル－９，１０
－ジヒドロフェナントレン－３－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３
－イル）酢酸；
（１３）２－（（３Ｓ）－６－（（１１－メチル－９－（３－（メチルスルホニル）プロ
ポキシ）－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－４－イル）メトキシ）－２
，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（１４）２－（（３Ｓ）－６－（（１１－メチル－９－（３－（メチルスルホニル）プロ
ポキシ）－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メトキシ）－２
，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（１５）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（１１－メチル－９－（３－（メチルスルホニ
ル）プロポキシ）－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メチル
）アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（１６）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（８－（２－エトキシエトキシ）－１０－メチ
ル－６Ｈ－ベンゾ［ｃ］クロメン－２－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプロパ
ンカルボン酸；
（１７）（Ｓ）－２－（６－（（８－（２－エトキシエトキシ）－１０－メチル－６Ｈ－
ベンゾ［ｃ］クロメン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イ
ル）酢酸；
（１８）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ
）－５，７－ジヒドロジベンゾ［ｃ，ｅ］オキセピン－２－イル）メチル）アミノ）フェ
ニル）シクロプロパンカルボン酸；
（１９）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（１１－メチル－９－（３－（メチルスルホニ
ル）プロポキシ）－５，７－ジヒドロジベンゾ［ｃ，ｅ］オキセピン－４－イル）メチル
）アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（２０）（Ｓ）－２－（６－（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）－５，７
－ジヒドロジベンゾ［ｃ，ｅ］オキセピン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベ
ンゾフラン－３－イル）酢酸；
（２１）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（３－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ
）－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－１０－イル）メチル）アミノ）フ
ェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（２２）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（２－エトキシエトキシ）－５，７－ジ
ヒドロジベンゾ［ｃ，ｅ］オキセピン－２－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプ
ロパンカルボン酸；
（２３）（Ｓ）－２－（６－（（９－（２－エトキシエトキシ）－５，７－ジヒドロジベ
ンゾ［ｃ，ｅ］オキセピン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３
－イル）酢酸；
（２４）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）
－５，７－ジヒドロジベンゾ［ｃ，ｅ］オキセピン－２－イル）メトキシ）フェニル）シ
クロプロパンカルボン酸；
（２５）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）
－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ
）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（２６）（Ｓ）－２－（６－（（１０－メチル－８－（３－（メチルスルホニル）プロポ
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キシ）－６Ｈ－ベンゾ［ｃ］クロメン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾ
フラン－３－イル）酢酸；
（２７）（Ｓ）－２－（６－（（９－（２－エトキシエトキシ）－６，７－ジヒドロ－５
Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベ
ンゾフラン－３－イル）酢酸；
（２８）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（２－エトキシエトキシ）－６，７－ジ
ヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル）アミノ）フェ
ニル）シクロプロパンカルボン酸；
（２９）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（１１－メチル－９－（３－（メチルスルホニ
ル）プロポキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２
－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（３０）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（１０－メチル－８－（３－（メチルスルホニル
）プロポキシ）－６Ｈ－ベンゾ［ｃ］クロメン－２－イル）メトキシ）フェニル）シクロ
プロパンカルボン酸；
（３１）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（５－メチル－７－（３－（メチルスルホニル）
プロポキシ）－９，１０－ジヒドロフェナントレン－３－イル）メトキシ）フェニル）シ
クロプロパンカルボン酸；
（３２）（Ｓ）－２－（６－（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）－６，７
－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベ
ンゾフラン－３－イル）酢酸；
（３３）２－（（３Ｓ）－６－（（１１－メチル－９－（３－（メチルスルホニル）プロ
ポキシ）－５，７－ジヒドロジベンゾ［ｃ，ｅ］オキセピン－２－イル）メトキシ）－２
，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（３４）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（１１－メチル－９－（３－（メチルスルホニ
ル）プロポキシ）－５，７－ジヒドロジベンゾ［ｃ，ｅ］オキセピン－２－イル）メチル
）アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（３５）２－（（３Ｓ）－６－（（９－（２－エトキシエトキシ）－１１－メチル－６，
７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）－２
，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（３６）２－（（３Ｓ）－６－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）オキシ）－１１－メチル－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オ
キセピン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（３７）２－（（３Ｓ）－６－（（９－（２－（１，１－ジオキシドチオモルホリノ）エ
トキシ）－１１－メチル－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）
メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（３８）２－（（３Ｓ）－６－（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ）－１１
－メチル－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メトキシ）－２
，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（３９）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（１１－メチル－９－（３－（メチルスルホニル
）プロポキシ）－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メトキシ
）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（４０）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（２－フルオロ－４－（（１１－メチル－９－（３－（メ
チルスルホニル）プロポキシ）－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－
イル）メトキシ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（４１）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ）
－１１－メチル－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メトキシ
）－２－フルオロフェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（４２）（Ｓ）－２－（６－（（３－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）－６，７
－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－１０－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロ
ベンゾフラン－３－イル）酢酸；
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（４３）（Ｓ）－２－（６－（（６，６－ジメチル－９－（３－（メチルスルホニル）プ
ロポキシ）－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メトキシ）－
２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（４４）（Ｓ）－２－（６－（（５－エチル－９－（３－（メチルスルホニル）プロポキ
シ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ｂ，ｄ］アゼピン－２－イル）メトキシ）－
２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（４５）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（５－エチル－９－（３－（メチルスルホニル）
プロポキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ｂ，ｄ］アゼピン－２－イル）メト
キシ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（４６）２－（（３Ｓ）－６－（（９－（（４－ヒドロキシ－１，１－ジオキシドテトラ
ヒドロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－１１－メチル－６，７－ジヒドロジ
ベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－
３－イル）酢酸；
（４７）２－（（３Ｓ）－６－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）メトキシ）－１１－メチル－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］
オキセピン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（４８）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２
Ｈ－チオピラン－４－イル）オキシ）－１１－メチル－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，
ｄ］オキセピン－２－イル）メトキシ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（４９）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ）
－１１－メチル－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メトキシ
）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（５０）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２
Ｈ－チオピラン－４－イル）オキシ）－１１－メチル－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，
ｄ］オキセピン－２－イル）メトキシ）－２－フルオロフェニル）シクロプロパンカルボ
ン酸；
（５１）（１Ｓ，２Ｓ）－２－｛２－フルオロ－４－［９－（４－ヒドロキシ－１，１－
ジオキシド－ヘキサヒドロ－チオピラン－４－イルメトキシ）－１１－メチル－６，７－
ジヒドロ－５－オキサ－ジベンゾ［ａ，ｃ］シクロヘプテン－２－イルメトキシ］－フェ
ニル｝－シクロプロパンカルボン酸；
（５２）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－
２Ｈ－チオピラン－４－イル）オキシ）－１１－メチル－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ
，ｄ］オキセピン－２－イル）メチル）アミノ）－２－フルオロフェニル）シクロプロパ
ンカルボン酸；
（５３）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ
）－１１－メチル－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メチル
）アミノ）－２－フルオロフェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（５４）２－（（３Ｓ）－６－（（６，６，１１－トリメチル－９－（３－（メチルスル
ホニル）プロポキシ）－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メ
トキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（５５）２－（（３Ｓ）－６－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）オキシ）－１１－メチル－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ
，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－
イル）酢酸；
（５６）２－（（３Ｓ）－６－（（９－（（４－ヒドロキシ－１，１－ジオキシドテトラ
ヒドロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－１１－メチル－６，７－ジヒドロ－
５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロ
ベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（５７）２－（（３Ｓ）－６－（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ）－１１
－メチル－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）
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メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（５８）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（１１－メチル－９－（３－（メチルスルホニル
）プロポキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－
イル）メトキシ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（５９）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２
Ｈ－チオピラン－４－イル）オキシ）－１１－メチル－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベン
ゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）シクロプロパンカルボ
ン酸；
（６０）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（（４－ヒドロキシ－１，１－ジオキシド
テトラヒドロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－１１－メチル－６，７－ジヒ
ドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）シ
クロプロパンカルボン酸；
（６１）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ）
－１１－メチル－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－
イル）メトキシ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（６２）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（２－フルオロ－４－（（９－（（４－ヒドロキシ－１，
１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－１１－メチル
－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ
）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（６３）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（２－フルオロ－４－（（（９－（（４－ヒドロキシ－１
，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－１１－メチ
ル－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル
）アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（６４）（Ｓ）－２－（６－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チオ
ピラン－４－イル）オキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アン
ヌレン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（６５）（Ｓ）－２－（６－（（９－（（４－ヒドロキシ－１，１－ジオキシドテトラヒ
ドロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［
ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３
－イル）酢酸；
（６６）（Ｓ）－２－（６－（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ）－６，７
－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）－２，
３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（６７）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２
Ｈ－チオピラン－４－イル）オキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［
７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（６８）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（（４－ヒドロキシ－１，１－ジオキシド
テトラヒドロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジ
ベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）シクロプロパンカ
ルボン酸；
（６９）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ）
－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ
）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（７０）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－
２Ｈ－チオピラン－４－イル）オキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］
［７］アンヌレン－２－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（７１）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（（４－ヒドロキシ－１，１－ジオキシ
ドテトラヒドロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－
ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプ
ロパンカルボン酸；
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（７２）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ
）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル
）アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（７３）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－
２Ｈ－チオピラン－４－イル）オキシ）－１１－メチル－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ
，ｄ］オキセピン－２－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（７４）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ
）－１１－メチル－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２
－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（７５）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－
２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－１１－メチル－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジ
ベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプロ
パンカルボン酸；
（７６）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－
２Ｈ－チオピラン－４－イル）オキシ）－１１－メチル－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベ
ンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプロパ
ンカルボン酸；
（７７）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（（４－ヒドロキシ－１，１－ジオキシ
ドテトラヒドロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－１１－メチル－６，７－ジ
ヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル）アミノ）フェ
ニル）シクロプロパンカルボン酸；
（７８）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－
２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ
］［７］アンヌレン－２－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸
；
（７９）２－（（Ｓ）－６－（（（Ｒ）－６－メチル－９－（３－（メチルスルホニル）
プロポキシ）－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メトキシ）
－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（８０）（Ｓ）－２－（６－（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）ジベンゾ
［ｄ，ｆ］［１，３］ジオキセピン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフ
ラン－３－イル）酢酸；
（８１）２－（（３Ｓ）－６－（（１－メチル－３－モルホリノ－６，７－ジヒドロ－５
Ｈ－ベンゾ［３，４］シクロヘプタ［１，２－ｄ］ピリミジン－１０－イル）メトキシ）
－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（８２）（Ｓ）－２－（６－（（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）－６，
７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル）アミノ
）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（８３）（Ｓ）－２－（６－（（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］
アンヌレン－２－イル）メチル）アミノ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）
酢酸；
（８４）（Ｓ）－２－（６－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チオ
ピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］ア
ンヌレン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（８５）（Ｓ）－２－（６－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チオ
ピラン－４－イル）メトキシ）－３－フルオロ－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ
，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－
イル）酢酸；
（８６）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－
２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－３－フルオロ－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジ
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ベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプロ
パンカルボン酸；
（８７）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ
）－１１－メチル－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メチル
）アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（８８）２－（（３Ｓ）－６－（（９－（２－エトキシエトキシ）－１１－メチル－６，
７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロ
ベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（８９）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（１－メチル－３－モルホリノ－６，７－ジヒド
ロ－５Ｈ－ベンゾ［３，４］シクロヘプタ［１，２－ｄ］ピリミジン－１０－イル）メト
キシ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（９０）２－（（３Ｓ）－６－（（１－メチル－３－（３－（メチルスルホニル）プロポ
キシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ベンゾ［３，４］シクロヘプタ［１，２－ｄ］ピリミ
ジン－１０－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（９１）（Ｓ）－２－（６－（（（９－（２－エトキシエトキシ）－６，７－ジヒドロ－
５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル）アミノ）－２，３－ジ
ヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（９２）（Ｓ）－２－（６－（（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ）－６，
７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル）アミノ
）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（９３）（Ｓ）－２－（６－（（９－（（４－メチル－１，１－ジオキシドテトラヒドロ
－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，
ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イ
ル）酢酸；
（９４）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（（４－メチル－１，１－ジオキシドテ
トラヒドロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベ
ンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプロパ
ンカルボン酸；
（９５）（Ｓ）－２－（６－（（３－フルオロ－９－（（４－メチル－１，１－ジオキシ
ドテトラヒドロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－
ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾ
フラン－３－イル）酢酸；
（９６）（Ｓ）－２－（６－（（３－フルオロ－９－（３－（メチルスルホニル）プロポ
キシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メ
トキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（９７）（Ｓ）－２－（６－（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ）－３－フ
ルオロ－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メ
トキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（９８）（Ｓ）－２－（６－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チオ
ピラン－４－イル）オキシ）－３－フルオロ－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，
ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イ
ル）酢酸；
（９９）（Ｓ）－２－（６－（（３－フルオロ－９－（（４－ヒドロキシ－１，１－ジオ
キシドテトラヒドロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５
Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベ
ンゾフラン－３－イル）酢酸；
（１００）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－
２Ｈ－チオピラン－４－イル）オキシ）－３－フルオロ－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベ
ンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）シクロプロパンカル
ボン酸；
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（１０１）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（３－フルオロ－９－（（４－ヒドロキシ－１
，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジ
ヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）
シクロプロパンカルボン酸；
（１０２）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（３－フルオロ－９－（３－（メチルスルホニ
ル）プロポキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２
－イル）メトキシ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（１０３）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－
２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－３－フルオロ－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジ
ベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）シクロプロパンカ
ルボン酸；
（１０４）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（３－フルオロ－９－（３－（メチルスルホ
ニル）プロポキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－
２－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（１０５）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキ
シ）－３－フルオロ－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－
２－イル）メチル）アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸；
（１０６）２－（（Ｓ）－６－（（３－フルオロ－９－（（（Ｒ）－テトラヒドロフラン
－３－イル）オキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン
－２－イル）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（１０７）（Ｓ）－２－（６－（（３－フルオロ－９－（２－モルホリノエトキシ）－６
，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）－
２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル）酢酸；
（１０８）（Ｓ）－３－（４－（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）－６，
７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェ
ニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１０９）（Ｓ）－３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］
アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１１０）（Ｓ）－３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）オキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］ア
ンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１１１）（Ｓ）－３－（４－（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ）－６，
７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェ
ニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１１２）（Ｓ）－３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）メトキシ）－３－フルオロ－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［
ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１１３）（Ｓ）－３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２
－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１１４）（Ｓ）－３－（４－（（３－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ベンゾ［３，４］シクロヘ
プタ［１，２－ｂ］ピリジン－１０－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１１５）（Ｒ）－３－シクロプロピル－３－（３－（（９－（（１，１－ジオキシドテ
トラヒドロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベ
ンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）プロパン酸；
（１１６）３－シクロプロピル－３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒド
ロ－２Ｈ－チオピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ
，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）プロパン酸；
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（１１７）（Ｓ）－３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］
アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサン酸；
（１１８）（Ｒ，Ｚ）－３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ
－チオピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［
７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－エン酸；
（１１９）（Ｓ）－３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］
アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）－３－（５－メチルイソオキサゾール－３
－イル）プロパン酸；
（１２０）（Ｓ）－３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］
アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）－３－（イソオキサゾール－３－イル）プ
ロパン酸；
（１２１）３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チオピラン
－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレ
ン－２－イル）メトキシ）フェニル）－３－（３－メチルイソオキサゾール－５－イル）
プロパン酸；
（１２２）（Ｓ）－３－（４－（（３－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）－６，
７－ジヒドロ－５Ｈ－ベンゾ［３，４］シクロヘプタ［１，２－ｂ］ピリジン－１０－イ
ル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１２３）（Ｓ）－３－（４－（（３－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ）－６，
７－ジヒドロ－５Ｈ－ベンゾ［３，４］シクロヘプタ［１，２－ｂ］ピリジン－１０－イ
ル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１２４）（Ｓ）－３－（４－（（３－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）オキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ベンゾ［３，４］シクロヘプ
タ［１，２－ｂ］ピリジン－１０－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１２５）（Ｓ）－３－（４－（（５－メチル－７－（３－（メチルスルホニル）プロポ
キシ）－９，１０－ジヒドロフェナントレン－３－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－
４－イン酸；
（１２６）（Ｓ）－３－（４－（（７－（２－エトキシエトキシ）－５－メチル－９，１
０－ジヒドロフェナントレン－３－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１２７）（Ｓ）－３－（４－（（５－メチル－７－（３－（メチルスルホニル）プロポ
キシ）－９，１０－ジヒドロフェナントレン－１－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－
４－イン酸；
（１２８）（Ｓ）－３－（４－（（１１－メチル－９－（３－（メチルスルホニル）プロ
ポキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）
メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１２９）（Ｓ）－３－（４－（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）ジベン
ゾ［ｄ，ｆ］［１，３］ジオキセピン－２－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イ
ン酸；
（１３０）（Ｓ）－３－（４－（（６，６－ジメチル－９－（３－（メチルスルホニル）
プロポキシ）－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メトキシ）
フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１３１）（Ｓ）－３－（４－（（１－メチル－３－（３－（メチルスルホニル）プロポ
キシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ベンゾ［３，４］シクロヘプタ［１，２－ｄ］ピリミ
ジン－１０－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１３２）（Ｓ）－３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］
アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）ブタン酸；
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（１３３）（Ｒ）－３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］
アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）ブタン酸；
（１３４）（Ｓ）－３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］
アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）－４－エトキシブタン酸；
（１３５）（Ｓ）－３－（４－（（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）－６
，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル）アミ
ノ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１３６）（Ｓ）－３－（４－（（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－
チオピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７
］アンヌレン－２－イル）メチル）アミノ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１３７）３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チオピラン
－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレ
ン－２－イル）メトキシ）フェニル）－３－（４－フルオロフェニル）プロパン酸；
（１３８）（Ｓ）－３－（４－（（１１－メチル－９－（（（Ｒ）－テトラヒドロフラン
－３－イル）オキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン
－２－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１３９）（Ｒ）－３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］
アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）ペンタ－４－イン酸；
（１４０）（Ｓ）－３－（４－（（５－エチル－９－（（（Ｒ）－テトラヒドロフラン－
３－イル）オキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ｂ，ｄ］アゼピン－２－イル
）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸；
（１４１）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキ
シ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチ
ル）アミノ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸ナトリウム；
（１４２）２－（（３Ｓ）－６－（（１１－メチル－９－（３－（メチルスルホニル）プ
ロポキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル
）メトキシ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル酢酸ナトリウム；
（１４３）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（１１－メチル－９－（３－（メチルスルホニ
ル）プロポキシ）－６，７－ジヒドロジベンゾ［ｂ，ｄ］オキセピン－２－イル）メトキ
シ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸ナトリウム；
（１４４）（１Ｓ，２Ｓ）－２－（４－（（９－（３－（エチルスルホニル）プロポキシ
）－１１－メチル－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２
－イル）メトキシ）フェニル）シクロプロパンカルボン酸ナトリウム；
（１４５）（Ｓ）－２－（６－（（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）－６
，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メチル）アミ
ノ）－２，３－ジヒドロベンゾフラン－３－イル酢酸ナトリウム；
（１４６）（Ｓ）－３－（４－（（９－（３－（メチルスルホニル）プロポキシ）－６，
７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェ
ニル）ヘキサ－４－イン酸ナトリウム；および
（１４７）（Ｓ）－３－（４－（（９－（（１，１－ジオキシドテトラヒドロ－２Ｈ－チ
オピラン－４－イル）メトキシ）－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｃ］［７］
アンヌレン－２－イル）メトキシ）フェニル）ヘキサ－４－イン酸ナトリウム
からなる群から選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　糖尿病、耐グルコース能障害、ケトーシス、アシドーシス、糖尿病性ニューロパチー、
糖尿病性腎症、糖尿病性網膜症、黄斑浮腫、高脂血症、生殖器障害、皮膚疾患、関節症、
オステオペニア、動脈硬化症、血栓性疾患、消化不良、記憶および学習の困難、抑うつ症
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、躁うつ病、統合失調症、注意欠陥多動性障害、視力障害、食欲調節不全、肥満、低血糖
症、高血圧、浮腫、インスリン抵抗性、不安定糖尿病、脂肪組織萎縮症、インスリンアレ
ルギー、インスリノーマ、脂肪毒性、膵臓疲労、高インスリン血症、がん、メタボリック
症候群、免疫疾患、炎症疾患、多発性硬化症、および急性腎不全からなる群から選択され
る疾患を防止または処置するための医薬組成物であって、請求項１に記載の化合物および
薬学的に許容される担体を含む、医薬組成物。
【請求項７】
　ＩＩ型糖尿病を防止または処置するのに使用される、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　ＧＰＲ４０をモジュレートする、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　糖尿病、耐グルコース能障害、ケトーシス、アシドーシス、糖尿病性ニューロパチー、
糖尿病性腎症、糖尿病性網膜症、黄斑浮腫、高脂血症、生殖器障害、皮膚疾患、関節症、
オステオペニア、動脈硬化症、血栓性疾患、消化不良、記憶および学習の困難、抑うつ症
、躁うつ病、統合失調症、注意欠陥多動性障害、視力障害、食欲調節不全、肥満、低血糖
症、高血圧、浮腫、インスリン抵抗性、不安定糖尿病、脂肪組織萎縮症、インスリンアレ
ルギー、インスリノーマ、脂肪毒性、膵臓疲労、高インスリン血症、がん、メタボリック
症候群、免疫疾患、炎症疾患、多発性硬化症、および急性腎不全からなる群から選択され
る疾患を防止または処置するための医薬を製造するための請求項１に記載の化合物の使用
。


	header
	written-amendment

